メンテナンス情報：山留め式擁壁「親杭パネル壁」設計システム（GEO-OP2007）

	バージョン
	修正年月日
	No
	コメント
	対応

	1.01.00
	2014/11/12
	46
	プログラムのインストーラを変更
	修正済み

	1.00.17
	2012/03/23
	39
	壁背面の盛土材の定数により主働土圧が0になる場合、計算でエラーが起きる不具合を修正
	修正済み

	1.00.16
	2011/11/09
	38
	自立時の場合、地震時の慣性力が実際の半分の値になっている不具合を修正。
	修正済み

	
	
	37
	設計計算書の自立式「親杭に作用する軸力の合計」の表記において、衝突時を考慮しない場合においても、「衝突時」と記述される為、修正を行った。
	修正済み

	
	
	36
	盛土層を2層とした場合、「親杭に作用する最大曲げモーメントの算定」において、衝突時の作用位置が常時より小さくなっている不具合を修正。（衝突荷重の作用位置を修正）
	修正済み

	1.00.15
	2011/11/01
	35
	衝突時のアンカー必要本数を算出する際、地震時の係数を考慮するように修正（0.60Ｔusまたは0.75Ｔys　→　0.80Ｔusまたは0.90Ｔys）
	修正済み

	
	
	34
	設計計算書の出力修正

・設計条件に水位線の層圧を追加表示

・アンカー工の各段毎ピッチにおいて、水位線を考慮した場合、水位線からの距離を表示してしまう不具合を修正
	修正済み

	1.00.14
	2011/08/19
	33
	設計計算書の「アンカーパネルの選定」について、極限引張力と降伏引張力の値を表示するように修正。
	修正済み

	
	
	32
	アンカー式の天端変異の計算において、中詰めモルタル強度に根固めモルタルの数値が表示される不具合を修正。
	修正済み

	1.00.13
	2011/07/27
	31
	Windows7で起動するように修正。ただし、動作保障はいたしません。
	修正済み

	1.00.12
	2010/12/06
	30
	アンカー力の算定において、慣性力を含んだ側圧の合力で検討するよう、修正を行った。
	修正済み

	
	
	29
	地震時の慣性力について、「親杭中心間隔当たり」の値を「1m当たり」の結果に、使用していたので修正をおこなった。
	修正済み

	
	
	28
	N値を小数点2桁で表示するように修正。
	修正済み

	
	
	27
	変位量の表示を修正。

自立式　　　…　天端「δ」、地盤面「δ1」

アンカー式　…　天端「δ1」、地盤面「δ2」
	修正済み

	1.00.11
	2010/06/15
	26
	親杭に作用する側圧の合計の範囲が親杭間隔の幅になっていた為、単位幅当りの表示に修正。
	修正済み

	
	
	25
	アンカー式の使用部材の選定において、必要本数がほぼ整数に近い場合、決定本数が繰り上がってしまう場合があったので修正を行った。
	修正済み

	
	
	24
	親杭パネル壁の変位の地震時について、作用荷重Pを側圧の合計のみに修正。
	修正済み

	
	
	23
	アンカー式の土圧バランスの算定において主働土圧強度が0のばあいPAHの作用位置を0とする。
	修正済み

	
	
	22
	支持力算出時の文字修正を行った。

1） 周辺摩擦力→周面摩擦力に変更。

2） 極限支持力の算出式において、I→ｌに変更。
	修正済み

	1.00.10
	2009/05/15
	21
	親杭の支持力算定における、最大周辺摩擦力度のｆiについて、粘性土の場合、「10Nまたはc」の大きいほうを使用していたが、小さいほうを使用するよう（安全側の設計）に修正を行った。
	修正済み

	
	
	20
	断面性能照査における、親杭の断面諸元の親杭幅の表示を修正
	修正済み

	
	
	19
	アンカー式の根入れ長の土圧バランスの算定において、最下層のPh作用位置の表示が誤っているので、正しく表示されるよう修正を行った。

また、最下層のモーメント算出において、１ｍ幅当りで算出されていたので、杭径幅当りで算出するように修正。
	修正済み

	1.00.09
	2008/11/12


	18
	設計水平震度の入力した場合、地域区分の選択によって、慣性力の算出値が変わってくる場合がある。正しく算出されるよう修正。
	修正済み

	1.00.08
	2008/06/03
	17
	アンカー式の衝突時において、アンカー力の算定の格段毎のアンカー力を修正。また、設計計算書の表示の修正も行った。
	修正済み

	
	2008/05/28
	16
	部材登録ファイルのパネル自重について、初期値を中詰めコンクリートを考慮した値に修正。
	修正済み

	
	
	15
	アンカー式の場合の支持力算定において、アンカー先端地盤が粘性土の場合、極限支持力が 0 となる。正しく算出されるよう修正。
	修正済み

	1.00.07
	2008/05/08
	14
	設計計算書のアンカー選定の必要アンカー力が水平アンカー力が表示されていたので、15°方向のアンカー力を表示するように修正。
	修正済み

	
	
	13
	保存ファイルの開いた場合に、使用部材の選定における付着強度が小数点1桁で四捨五入されているので、小数点2桁まで表示するよう修正。
	修正済み

	1.00.06
	2008/04/18
	12
	自立式において、地震時の変位算出する場合の水平荷重に慣性力が2度考慮されているので、応力算出時には水平力のみ考慮するよう修正。
	修正済み

	
	
	11
	設計水平震度を直接入力した場合、土圧に関しては入力値で計算されるが、応力・変位計算では計算値を用いて計算が行われていたので、修正を行った。
	修正済み

	1.00.05
	2008/02/27
	10
	天端コンクリートを入力していない場合、計算内で天端コンクリートの重量を算出しようとし、エラーが出てしまう。未入力時、算出を行わないように修正
	修正済み

	
	2008/02/21
	9
	部材登録で部材の値を変更した場合、内的安定において部材を再度選択しなければ、変更した値が計算に反映されなかった。
	修正済み

	1.00.04
	2008/01/18
	8
	アンカー部材の登録において、0.75Ｔys（常時）で算出していた。0.60Ｔus または0.75Ｔys（常時）のいずれか小さい方でアンカー本数を算出するよう修正。
	修正済み

	
	
	7
	アンカータイプの断面力Ｍ、Ｑの計算で、小さく算出してしまう場合を確認。

正しく算出されるように修正。
	修正済み

	1.00.03
	2008/01/10
	6
	粘性土の支持力算出に使用する、「粘性土」の強度定数が(tf/m2)になっていたので修正。
	修正済み

	1.00.02
	2007/11/12
	5
	設計水平震度の設定画面において、土質区分を選択しても計算に使用する値が変更されていない。
	修正済み

	1.00.01
	2007/10/17
	4
	設計計算書の支持力の検討において、作成途中に処理が終了してしまう現象が発生。
	修正済み

	
	
	3
	設計計算書の支持力の検討において、土留壁先端地盤が粘性土の場合でも、算出式が砂質土の式になっていた
	修正済み

	
	2007/10/15
	2
	パネル自重に中詰めコンクリートを考慮する
	修正済み

	
	
	１
	断面照査の応力にも慣性力を考慮させる
	修正済み

	1.00.00T
	2007/8/23
	
	販売用プログラムの作成完了
	初期プログラム
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